
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会

は
昨
年
の
８
月

に
設
置
さ
れ
、

計
３
回
の
検
討

委
員
会
を
開
催

し
、
顕
彰
方
法

等
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

顕
彰
は
、
丸

山
邦
雄
氏
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
を
建

立
す
る
と
し
、

制
作
は
飯
山
市

出
身
の
彫
刻
家
、
猪
瀬
清
四
朗

氏
に
依
頼
。
２
０
２
０
年
の
夏
を

め
ど
に
建
立
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
ま
し
た
。
建
立
場
所
は
、
市
内

外
の
多
く
の
人
た
ち
に
触
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
前
の

街
区
公
園
内
を
予
定
。
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
建
立
に
は
１
３
０
０
万
円
の

制
作
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、一

　
旧
満
州
の
日
本
人
引
き
上
げ
に

尽
力
さ
れ
た
、
富
倉
出
身
の
丸
山

邦
雄
氏
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、

丸
山
邦
雄
氏
顕
彰
検
討
委
員
会

の
上
村
力
委
員
長
は
12
月
26
日

に
検
討
結
果
を
足
立
市
長
へ
報
告

　

光
の
眩
し
さ
と
、
自
然
豊
か
な

飯
山
市
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
生
活

は
こ
の
地
だ
」
と
決
め
て
か
ら
移

住
30
年
あ
ま
り
、
現
在
飯
山
市

公
民
館
で
当
直
業
務
に
携
わ
っ
て

い
る
神
林
潔
さ
ん
。
毎
月
届
く
広

報
「
飯
山
」
を
読
む
う
ち
に
、
飯

山
の
歴
史
に
つ
い
て
コ
ラ
ム
の
よ

う
な
も
の
が
書
け
た
ら
と
、
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
神
林
さ
ん
の

神
話
物
語
「
五
束
の
里
」
冊
子
作

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

何
か
興
味
を
引
く
題
材
は
な
い

か
と
探
し
続
け
て
い
た
時
、「
五

束
の
里
」
に
あ
る
諏
訪
大
明
神
に

祀
ら
れ
て
い
る
な
が
ー
い
名
前
の

神
様
に
目
が
止
ま
り
、
思
わ
ず
何

度
も
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。「
よ

し
、こ
れ
だ
」
と
閃
き
、こ
の
神
話

を
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み

ん
な
が
面
白
く
分
か
り
や
す
く
読

め
る
構
成
に
し
て
冊
子
に
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、い
ざ
作
業
に
入
る
と
、

「
全
体
の
構
成
は
？
」「
わ
か
り
や

す
い
表
現
は
？
」
な
ど
悩
む
こ
と

が
多
く
困
難
の
連
続
で
、
一
つ
の

作
品
を
作
る
難
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　
こ
の
物
語
作
り
を
と
お
し
て
飯

山
の
歴
史
や
文
化
の
奥
深
さ
を
再

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
魅
力
は
生
涯
か
け
て
調
べ
て

も
終
わ
る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方

に
飯
山
の
魅
力
と
、
こ
の
地
の
歴

史
・
文
化
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な

に
よ
り
私
自
身
、
ま
す
ま
す
興
味

が
わ
き
、
２
作
目
へ
の
意
欲
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

冊
子
作
り
を
と
お
し
、
様
々
な

発
見
が
あ
っ
た
と
話
さ
れ
た
神
林

さ
ん
、
創
造
性
を
養
う
た
め
に
物

事
を
多
方
面
か
ら
見
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、「
田
園
風
景
の
中
を

ゆ
っ
く
り
と
走
る
飯
山
線
が
好
き

で
す
」と
話
さ
れ
た
優
し
い
表
情

が
と
て
も 

印
象
的
で
し
た
。

【活動期間】 一定期間だけの参加・通年参加のいずれも可
【参加対象】 市内の小学校５年生から中学校２年生まで（新学年）
【募集人数】 １０名　
【募集締切】 平成３１年３月２０日（水）
【申 込 先】　飯山市公民館
 （飯山市子ども会育成連絡協議会事務局）
 ☎ 62-3342
【そ の 他】 具体的なスケジュールは、４月以降に参加者へご連絡します。

部
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ（
注
） 

で
募
集
し
た
り
、

市
内
外
の
方
々
か
ら
の
寄
付
を

募
っ
た
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
丸
山
邦
雄
氏
の
功
績
を

後
世
へ
伝
え
る
た
め
、
小
中
学
生

向
け
の
事
業
も
検
討
し
て
お
り
、

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
建
立
と
合
わ
せ
て

展
開
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
を
受
け
た
足
立
市
長
は

「
丸
山
邦
雄
氏
は
飯
山
市
は
も
と

よ
り
、
世
界
に
誇
る
べ
き
人
で
あ

る
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
く
べ
き
人—

改
め
て
市
と

し
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
外
に

向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
し
ま
し
た
。 

（
注
）
自
治
体
が
計
画
す
る
事
業

を
進
め
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
金
の
「
使
い
道
」
を
よ
り

具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、

寄
付
を
募
る
仕
組
。

開場13：00 / 開演13：30
2019.3.23（土）

飯山市公民館 講堂
参加料　無料

　飯山市子ども会育成連絡協議会では、飯山市 Jr リーダー研修の一環として、「菜の花すくーる」への参加者を市内全
域から募集します。
　「菜の花すくーる」は、平成 11年に瑞穂地区の中高生を中心に発足した団体で、毎年 5月の連休に行われる菜の花ま
つりの運営や会場内の美化、秋の種まきなどを中心に活動しており、平成 25年には長野県青少年育成県民会議会長表
彰も受賞するなど、子どもたちの成長の場として市内外から高く評価されています。
　自らの手で咲かせた一面の菜の花や自分たちで考えたサービスを来場者に提供することで、主体性や積極性を磨くこ
とはもちろん、人から喜ばれたり、感謝されるといった体験をとおして、生きていく上で大切な「やりがい」を実感で
きる場です。
　頑張った後にはお楽しみも用意されていますので、友だち同士誘い合ってのみなさんのご参加をお待ちしています。

　笹本正治氏（長野県立歴史館・館長）
と、キャロリン・ワグーラ氏（国際
交流基金日本研究フェロー）による、
トークセッション。世界から見た飯
山の自然や、風土の中から生まれた
伝統・文化について語ります。

飯山市 Jr リーダー研修

「体験しよう！菜の花すくーる」

参加者募集!!

笹本正治 氏

国際交流基金日本研究フェロー
キャロリン・ワグーラ 氏

飯
山
駅
前
に
丸
山
邦
雄
氏

ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立

冊
子
作
り
か
ら
学
ん
だ

飯
山
の
歴
史
・
文
化
の
奥
深
さ

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

国際交流基金日本研究フェロー国際交流基金日本研究フェロー国際交流基金日本研究フェロー
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飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

気温が氷点下のとき、木々に
空気中の水分が吹き付けら
れてできる氷を霧氷という。
飯山では「木花」とも呼ばれ
る。冬の寒い朝、霧氷で真っ
白になった木々は、雪国の
神秘的な景観を形作ってい
る。

冬の霧氷

だより

丸
山
邦
雄
氏
顕
彰
検
討
委
員
会 

結
果
報
告
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世界から見た飯山の魅力
飯山雪国大学教養講座



「
体
験
教
室 

ま
ゆ
玉
作
り
」

開
催
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
体
験
教

室
「
ま
ゆ
玉
作
り
」
を
１
月

12
日
に
開
催
、
市
内
の
親
子

23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ゆ
の
形
の
ほ
か
、
小
判

や
動
物
、
く
だ
も
の
な
ど
た

く
さ
ん
の
形
を
作
っ
た
子
供

た
ち
は
、
実
り
豊
か
な
年
に

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
な
が

ら
、
ミ
ズ
キ
の
枝
に
飾
り
ま

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
館
と
本
町
商
店
街
で
は
た
だ
い
ま
「
飯
山
城
下
町
ひ
な

街
道 
ひ
な
人
形
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
江
戸
時
代
の
ひ
な
人
形
を
は
じ
め
、
時
代
と

と
も
に
移
り
変
わ
る
様
々
な
ひ
な
の
姿
を
紹
介
。

　

ま
た
、
城
下
町
の
商
家
と
し
て
栄
え
た
商
店
街
で
は
、
工
夫
を
こ

ら
し
た
ひ
な
飾
り
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
期
中
の
３
月
１

日
か
ら
５
日
に
は
、
本
町
商
店
街
メ
イ
ン
会
場
に
て
和
小
物
作
り
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
店
頭
チ
ラ
シ
の
街
道
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笑
顔
の
花
が
い
っ
ぱ
い
！

体
験
教
室 

ま
ゆ
玉
作
り

・開催期日 3 月17日（日）まで
・開館時間 9 時～17 時（入館は 16 時 30 分まで）
・休館日 毎週月曜日（月曜祝日の場合は翌平日）
・入館料 大人 200 円（市内の小中学生は無料）
・問合せ先 ふるさと館　☎ 67-2030

第4回

14時開演 （13時 30分開場）
全席指定 3,500 円（税込）

月・振休2019 年5月6日

日本の童謡・唱歌をはじめ世界の古き良き歌の数々を、テレビやコ
ンサートで活躍中の山田姉妹の歌声で披露するコンサートです。「ふ
るさと」「朧月夜」「翼をください」など誰もが知る名曲を、美しいハー
モニーでお届けします。いま話題の双子ソプラノデュオ山田姉妹が
歌う懐かしいメロディーをお楽しみください。

2019.3.17（日）開場 13：30開演 14：00

～歌の花束コンサート～

一般・中高生：2,500 円    小学生：1,500 円
※全席指定・税込
※未就学児は保護者一人につき一人までひざ
上鑑賞無料。ただし、席が必要な場合は小学
生料金が必要です。

入場料

プレイガイド ・飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
　（火曜日を除く 9時～ 22時）
・セブン ‐ イレブン
・ロ〡ソン（Lコ〡ド：32898）

佐久間雲窓展
3月2日 （土）～ 4月7日（日）

開館時間 ： 9 時～17 時（入館は16 時 30 分まで）
休 館 日 ： 月曜日
入 館 料 ： 一般 300 円（市内小中学生は無料）
お問合せ ： ６２－１５０１

・お申し込みは、１名につき５枚までとさせていただきます。 ・期間外のお申込みは無効となります。
・お申込み後のキャンセル、枚数変更はお受けできません。 ・お席は主催者にご一任ください。
・未就学児は入場できません。

飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311 （火曜を除く9時～17時）
信濃毎日新聞社事業部 ☎ 026-236-3399 （平日10時～17時）

〒380-8546長野市南県町657信濃毎日新聞社事業部「いいやま菜の花寄席」係

■「５/６いいやま菜の花寄席」■郵便番号■住所・氏名■電話番号■希望枚数（お一人様５枚まで）
を普通ハガキにご記入のうえ、３月８日（金）（※消印有効）までに下記信濃毎日新聞社事業部へお申込
み下さい。定員を超えた場合は抽選とし、当選者には３月１５日（金）までにチケット料金の振込口座を
ご案内いたします。「チケット料金×お申込み枚数＋送付手数料５００円」の合計金額をお振込ください。

申込方法

申込先

注意事項

お問い合せ

林家 木久扇・木久蔵
親子会

いいやま菜の花寄席

山田姉妹 ソプラノデュオ

〜
ふ
る
さ
と
館
も
商
店
街
も
ひ
な
ま
つ
り
〜

春
近
し

山田姉妹

2627 生涯学習だより / 19.2

　飯山市美術館ではギャラリー展「佐久間雲窓展」を開催いたします。
　佐久間雲窓（1801～1884、本名・伴右衛門）は飯山藩士の家に生まれ、29 歳の頃に藩主本多公に伴い江
戸に出て、江戸詰めの公務のかたわら南画家の鏑木雲潭 (かぶらぎうんたん ) に花鳥画を本格的に学びました。
飯山に戻ってからも、藩士お役目の寸暇を惜しんで身の周りの風物を写生し絵の習得に努め、54 歳の頃には15
歳の児玉果亭（1841～1913）が門下生となり片道 24キロの道を雲窓の元に通ったと言われています。
　本展では、雲窓の屏風作品のみを堪能していただく準備をしております。どうぞお楽しみに！

▶ 

佐
久
間
雲
窓 

花
鳥
図
屏
風
（
部
分
）

チケット好評販売中



飯

山

◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

　

飯
山
公
民
館
で
は
、
何
で
も
や

っ
て
み
よ
う
事
業
の
一
環
で
「
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

・
期
日　
３
月
17
日
㈰

・
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

・
場
所　

飯
山
市
公
民
館

・
定
員　

24
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

・
受
付
開
始　
２
月
27
日
㈬

午
前
９
時
〜

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

　

詳
細
は
、
別
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋

津

◇
や
し
ょ
う
ま
講
習
会

　

１
月
19
日
㈯
秋
津
公
民
館
に

お
い
て
「
や
し
ょ
う
ま
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

や
し
ょ
う
ま
は
、
長
野
県
北
信

地
方
を
中
心
に
昔
か
ら
あ
り
、
釈

迦
が
入
滅
さ
れ
た
涅
槃
会
（
ね

　

外
様
公
民
館　
☎
62
１
０
２
９

常
盤
・
太
田

◇
常
盤
・
太
田
地
区
合
同 

囲
碁
・

将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
大

会
の
開
催

　

冬
の
恒
例
行
事
、
囲
碁・将
棋・

麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
の
各
種

目
で
勝
ち
抜
い
て
勝
利
を
つ
か
も

う
！
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
初

心
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

今
回
は
太
田
地
区
公
民
館
と
の
共

催
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

・
日
時　
３
月
10
日
㈰　

午
前
９

時
〜
12
時
終
了
予
定
（
た
だ
し
囲

碁
、
麻
雀
は
16
時
ま
で
）

・
場
所　

常
盤
公
民
館
（
常
盤
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

・
参
加
費
５
０
０
円

体
戦
）、
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
、

麻
雀
（
い
ず
れ
も
個
人
戦
）
を
計

画
中
で
す
。
参
加
申
込
は
、
各
集

落
公
民
館
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、
チ
ラ
シ

等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

柳

原

◇
第
34
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
開
催
に
つ
い
て

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
を
求
め

て
柳
原
地
区
内
を
回
る
「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
す
。
柳
原
地
区
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
各
集
落
公
民
館

へ
お
願
い
し
ま
す
。

・
期
日　
３
月
３
日
㈰
９
時
30
分
〜

・
場
所　

柳
原
公
民
館

外

様

◇
ま
だ
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

　
か
ま
く
ら
の
里

　

外
様
公
民
館
で
は
、
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ン
の
協
力
も
得
て
、

か
ま
く
ら
祭
り
イ
ベ
ン
ト
部
会
の

中
核
を
担
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
か
ま
く
ら

は
、
２
月
28
日
㈭
ま
で
地
元
の
か

ま
く
ら
応
援
隊
が
維
持
管
理
や

案
内
を
務
め
る
予
定
（
天
候
等
で

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
）
で
す
。

　

地
域
の
冬
の
風
物
詩
か
ま
く
ら

の
里
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
お
問
合
せ
先

　

今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
よ
り
、
大
会
の
開
催
を
心

配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

前
日
か
ら
大
雪
の
中
、
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
、
力
い
っ

ぱ
い
滑
る
選
手
に
、
保
護
者
や
役

員
ら
が
、
大
き
な
声
で
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
、
増
々
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

瑞

穂

◇
第
67
回
楽
し
い
集
い

　

恒
例
の
「
楽
し
い
集
い
」
を
３

月
10
日
㈰
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

内
容
は
ピ
ン
ポ
ン
（
一
般
の

部
・
子
ど
も
の
部
、
い
ず
れ
も
団

は
ん
え
）
の
２
月
15
日
に
仏
壇
に

供
え
る
米
粉
で
で
き
た
郷
土
食
で

す
。
語
源
は
釈
迦
に
最
後
の
御
供

と
し
て
ヤ
シ
ャ
タ
ラ
妃
が
捧
げ
た

と
こ
ろ
「
や
し
ょ
う
ま
い
」
と
言

わ
れ
た
等
の
俗
説
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の

皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
27
人
の
参

加
の
な
か
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

木

島

◇
第
35
回
木
島
少
年

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

１
月
27
日
㈰
工
場
団
地
北
側

特
設
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

木
島
小
学
校
と
飯
山
養
護
学

校
か
ら
の
、
出
場
選
手
96
名
に
よ

り
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

・
種
目　

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、

オ
セ
ロ
、
卓
球

・
そ
の
他　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

お
昼
に
は
参
加
者
全
員
に
カ
レ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

・
申
込
先

　

常
盤
公
民
館　
☎
62
３
２
０
０

　

太
田
公
民
館　
☎
65
４
５
７
９

太

田

◇
太
田
地
区
団
体
総
会

太
田
地
区
団
体
総
会
、
人
権
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　
３
月
３
日
㈰

　

午
後
２
時　
人
権
学
習
会

　

午
後
３
時　
団
体
総
会

岡

山

◇
岡
山
公
民
館
・
囲
碁
・
将
棋
・

麻
雀
大
会
　
参
加
者
募
集

・
日
時　
３
月
３
日
㈰
午
前
８
時

45
分
〜　
対
局
開
始
９
時
か
ら

・
会
場　

上
境
多
目
的
集
会
セ
ン

タ
ー

・
参
加
料　
１
５
０
０
円
（
昼
食
・

ド
リ
ン
ク
付
き
）

・
申
込
み
締
切
日　
２
月
25
日
㈪

各
部
門
と
も
３
位
ま
で
賞
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
地
区
の
皆
様
と
一
緒

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
は
、
各
集
落
館
長
又

は
岡
山
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
各
戸
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
チ
ラ
シ
を
参
考
に

願
い
ま
す
）

　※「社会教育関係団体」とは？
　　社会教育関係団体として認定する団体は、概ね次に掲げる団体で、
市民が中心となり社会教育に関する事業・社会貢献活動を行うものです。

　◆青少年教育に関する団体 　◆成人教育に関する団体
　◆体育、スポーツまたはレクリエーションに関する団体
　◆芸能、文化、趣味に関する団体
　◆その他主として広く市民の参加を受け入れる団体

　

公
民
館
が
行
う
事
業
の
柱

の
一
つ
に
社
会
教
育
関
係
団

体
と
し
て
の
、
グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
支
援
が

あ
り
ま
す
。
支
援
の
一
環
と

し
て
公
民
館
利
用
団
体
の
登

録
を
受
け
た
団
体
は
、
使
用

料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

公
民
館
利
用
団
体
の
登
録

は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
※

と
し
て
認
め
ら
れ
る
団
体
で

す
。
歌
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

英
語
、
オ
カ
リ
ナ
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
な
ど
79
団
体
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

方
と
の
交
流
、
仲
間
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

通
年
で
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
い
か
が
で
す
か
。

・
問
合
先　
飯
山
市
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

平
成
31
年
度  

市
公
民
館
利
用
団
体
の
申
請
受
付
開
始

審議会名称  募集人員 委員任期
 飯山市公民館運営審議会 １名

2019 年 4月 1日から２年間
（１回目の会議は５月を予定しております。） 飯山市美術館運営協議会 １名

 いいやま女性センター未来運営委員会 １名

 飯山市図書館協議会 １名 2019 年５月１日から２年間

【受付期間】２月18日（月）～３月8日（金） 　【報 酬 等】　 会議の出席に応じ、市が定める額
【応募資格】　
　①飯山市に住民登録している２０歳以上の方　②現に飯山市の他の審議会等の公募委員でない方　
　③飯山市の職員および議員でない方　④市税等を滞納していない方　⑤応募される館の事業に参加される等、関心のある方
【申込手続】
　応募申込書に、必要事項および応募される館の事業についてのご意見やご提案を必ず記入し、各館までお持ちいただくか、郵送また
はe-mailによる提出をお願いします。※申込書は上記各館および飯山市ホームページより入手できます。
【選考方法】　提出された『応募申込書』により、選考を行います。
【そ の 他】　各審議会等の会議は、年２回程度で平日２時間程度を予定しています。※不明は各館までお問い合せください。

審議会等の委員を募集します 広く市民の皆さんの意見を館の運営に反映さ
せるため、審議会等の委員を募集します。市
民の皆さんからの応募をお待ちしています。

MVPの伊東旺祐さん（左） 伊東真千さん（右）
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　飯山市公民館を利用してみませんか



趣　
味
・
実　
用

冥
界
か
ら
の
電
話

佐
藤 

愛
子

あ
ふ
れ
で
た
の
は
や
さ
し
さ
だ
っ
た

寮 

美
千
子

こ
の
先
を
ど
う
生
き
る
か

藤
原 

智
美

就
学
時
健
診
を
考
え
る

小

笠 

毅

生
命
科
学
の
未
来

本

庶 

佑

そ
の
症
状
っ
て
、
本
当
に
認
知
症
?

朝

田 

隆

隈
研
吾
と
い
う
身
体

大
津 

若
果

家
中
ス
ッ
キ
リ
片
づ
く
!
「
つ
っ
ぱ
り
棒
」
の
便
利
ワ
ザ

竹
内 
香
予
子

戦
時
下
の
日
本
犬

川
西 
玲
子

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の
教
科
書

松
橋 
崇
史

よ　
み　
も　
の

い
い
女
、
ふ
だ
ん
ブ
ッ
散
ら
か
し
て
お
り

阿
川 

佐
和
子

跳
ぶ
男

青
山 

文
平

指
揮
権
発
動

笹
本 

稜
平

テ
レ
ビ
探
偵

小
路 

幸
也

ピ
ー
ク

堂
場 

瞬
一

W
県
警
の
悲
劇

葉
真
中 

顕

つ
く
も
が
み
笑
い
ま
す

畠

中 

恵

Ｄ
Ｒ
Ｙ

原
田 

ひ
香

歌
舞
伎
町
ゲ
ノ
ム

誉
田 

哲
也

散
歩
す
る
ネ
コ

群 

よ
う
こ

大　
活　
字

吉
井
勇
全
歌
集　
上
・
下

吉

井 

勇

老
い
て
は
自
分
に
従
え

山
藤 

章
二

全
盲
の
僕
が
弁
護
士
に
な
っ
た
理
由(

ワ
ケ)

大
胡
田 

誠

花
の
さ
く
ら
通
り　
１
〜
４

荻

原 

浩

介
護
退
職　
１・２

楡 

周

平

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
イ
ブ　
１
〜
３

東
野 

圭
吾

郷　
土

御
嶽
海 

前
へ

信
濃
毎
日
新
聞
社

川
中
島
古
戦
場

信
濃
戦
跡
保
存
会

広
い
世
界
と
つ
な
が
る
信
州

長
野
県
立
歴
史
館

信
州
の
人
脈　
上
・
下

信
濃
毎
日
新
聞
社

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
信
州

信
濃
毎
日
新
聞
社

飯
山
線
の
旅　
№
47

長
野
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

お
ら
ほ
の
標
準
語
と
そ
の
周
辺　
Ⅴ

大
平  

孝
夫

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

 

　たけのこ汁やサバ煮だけじゃ勿
体ない！！
　ヘルシーでお手頃価格な話題の
「サバ缶」を美味しくアレンジして
みませんか！？
　食べれば痩せる効果が期待でき
るかも…

『
簡
単
!
お
い
し
い
!
サ
バ
缶
レ
シ
ピ
』

ナ
ガ
タ
ユ
イ　

著

◇ 図書館カレンダー ◇
3/1 金 移動図書館車④太田 ･富倉
2 土
3 日 10:30 ～おはなしひろば
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
9 土

10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車④太田 ･富倉
16 土
17 日 10:30 ～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
23 土
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車④太田 ･富倉
30 土
31 日 10:30 ～おはなしひろば

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

河 出 書 房 新 社

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

　

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分

〜
30
分
程
度
。
わ
ら
べ
う
た
で
楽

し
く
遊
ぶ
会
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
楽
し
め
ま
す
。

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

毎
週
日
曜
日
（
第
2
を
除
く
）

午
前
10
時
30
分
〜
30
分
程
度
。

絵
本
や
お
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
、
就
学
前
の
幼
児
と
小
学

生
（
低
学
年
）
が
対
象
で
す
。

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご
利用状況、貸出・予約ランキングなどの確認と、
蔵書検索と資料の予約、新刊・新着資料検索、
パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

フ
ァ
ー
ス
ト･
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

｜
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
図
書
館
へ
｜

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
（
フ
ァ
ー
ス
ト
）

　

生
後
5
ヶ
月
児
に
赤
ち
ゃ
ん
と

ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
絵
本
を
手
渡
し
て
い

ま
す
。

　

毎
月
第
2
日
曜
日
午
前
10
時

30
分
〜
30
分
程
度
。
4
ヶ
月
健
康

診
断
時
に
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
出
生
祝
い

　

飯
山
市
で
は
、
お
子
様
の
誕
生

の
お
祝
い
と
し
て
、
10
ヶ
月
健
康

診
断
時
に
候
補
本
の
中
か
ら
保
護

者
が
選
ん
だ
本
を
増
呈
し
ま
す
。

　

昨
年
３
月
か
ら
開
始
し
て
既
に

１
０
８
人
の
お
子
さ
ん
に
お
贈
り

し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
某
日
、
朝
日
新

聞
の
広
告
欄
で
「
東
洋
史
学
の
泰

斗
、
初
の
本
格
的
評
伝
！
」
と
冠

さ
れ
「『
史
記
』
や
『
論
語
』『
水

滸
伝
』
に
関
す
る
研
究
で
知
ら
れ

る
日
本
を
代
表
す
る
東
洋
史
学

者
、
宮
崎
市
定
。
司
馬
遼
太
郎
ら

の
著
作
に
も
影
響
を
与
え
、
江
湖

の
読
書
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
ぬ

そ
の
魅
力
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く

詳
述
す
る
。」
と
要
約
さ
れ
た
国

書
刊
行
会
か
ら
の
標
記
の
書
発
刊

の
紹
介
文
を
発
見
し
、
瞠
目
と
と

も
に
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
上
げ
た

次
第
で
す
。
早
速
、
購
入
を
し
胸

を
躍
ら
せ
味
わ
い
な
が
ら
昨
年
中

に
読
了
し
、
現
在
も
再
読
中
で
あ

り
ま
す
。

　

宮
崎
先
生
は
、
静
間
生
ま
れ
で

飯
山
中
学
を
卒
業
さ
れ
た
我
が
郷

土
が
生
ん
だ
最
高
峰
の
全
国
に
誇

る
東
洋
史
、
中
国
史
の
大
学
者
で

あ
り
、
長
く
敬
愛
し
て
き
た
だ
け

に
私
に
と
っ
て
も
感
動
事
で
あ
り

著
者
の
若
き
俊
英
な
る
早
稲
田
大

学
井
上
文
則
教
授
の
探
求
心
と

情
熱
に
感
謝
の
大
喝
采
で
す
。

　

宮
崎
先
生
は
、
平
成
元
年
に
国

の
文
化
功
労
者
に
、
同
３
年
に
は

小
山
市
長
時
代
に
飯
山
市
名
誉

市
民
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
先

生
の
略
歴
と
研
究
そ
の
魅
力
は
本

書
に
譲
る
こ
と
と
し
て
こ
の
機
会

に
飯
山
市
の
主
要
な
施
設
に
備
え

て
い
た
だ
き
市
の
理
事
者
や
職
員

の
方
は
無
論
の
こ
と
、
市
民
や
関

係
者
の
大
勢
の
皆
さ
ん
に
市
立
飯

山
図
書
館
で
借
り
る
も
良
し
、
購

入
す
る
も
結
構
で
是
非
と
も
見
事

な
評
伝
の
実
物
を
手
に
し
話
題
に

し
て
い
た
だ
き
多
く
の
著
名
人
が

未
だ
称
賛
し
て
や
ま
ぬ
独
創
的
な

魅
力
溢
れ
る
宮
崎
史
学
と
宮
崎

市
定
先
生
の
人
と
な
り
に
つ
い
て

改
め
て
大
い
に
学
ば
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。

私
の
お
す
す
め
本
を
紹
介
し
ま
す

『
天
を
相
手
に
す
る
評
伝
宮
崎
市
定
』
発
刊
を
慶
ぶ

元
市
立
飯
山
図
書
館
長　
高
井
地
方
史
研
究
会
常
任
委
員

瑞
穂
地
区　
神
戸　
金
井　
晃
さ
ん

『
天
を
相
手
に
す
る

　
　
　

評
伝
宮
崎
市
定
』

井
上
文
則　
著

国
書
刊
行
会

　

飯
水
支
部
へ
の
応
募
総
数

１
０
９
点
の
中
か
ら
支
部
全
体
審

査
会
を
経
て
28
点
を
県
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
へ
応
募
し
、
過
日
県
か
ら

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
と
賞
状
の
送
付

が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

金
賞　

渡
邉 

弥
子 　

秋
津
小
４

　
　
　

松
澤 

莉
子 　

秋
津
小
４

銀
賞　
小
野
澤 

優
桜 

木
島
小
４

銅
賞　
山
﨑 

嵩
優 　

秋
津
小
２

　
　
　
小
林 

沙
椰 　

秋
津
小
２

　
　
　

丸
山 

侑
浬 　

秋
津
小
２

　
　
　

髙
井 

た
ま
き 

東　
小
３

　

支
部
へ
の
応
募
作
品
の
う
ち
、

県
審
査
へ
出
品
し
た
作
品
を
「
飯

水
支
部
優
秀
作
品
」
と
し
た
作
品

集
を
作
成
し
、
各
学
校
へ
配
布
し

ま
し
た
。

長
野
県
図
書
館
協
会

　
小
中
学
校
図
書
館
部
会
主
催

「
第
41
回
長
野
県
読
書
感
想
文

　 

コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
決
定

　

脳
の
活
性
化
に
は
「
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
手
や
指
先

の
運
動
」、
そ
し
て
声
を
出
し
て

文
字
を
読
む
「
音
読
」
が
、
効
果

的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

集
落
サ
ロ
ン
で
は
、
脳
の
全
身

運
動
と
言
わ
れ
る「
音
読
の
効
果
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
た
あ
と
、
シ

ル
バ
ー
川
柳
や
例
題
の
文
章
を
音

読
。
ま
た
、
手
遊
び
や
紙
芝
居
も

み
ん
な
で
声
を
出
し
た
り
、
笑
っ

た
り
と
、ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
集
落
サ
ロ
ン
等
に

司
書
を
派
遣
し
、
本
の
紹
介
や

色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
で
脳
を
若
々
し

く
保
つ
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
集
落
に
伺
い
、

他
に
も
数
件
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
ご
希
望
の
集
落
は
、
図
書

館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
集
落
サ
ロ
ン
」
で
脳
の
活
性
化

図
書
館
司
書
が
お
手
伝
い

外様地区　顔戸

木島地区　安田

保健センターで
保護者の方が選
んだ本をお贈り
します。
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